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背景と目的 

インターネット（以下ネット）は，我々の日常生活に欠かせないツールとなっている。

さらに近年はネットの利用は従来のパソコンからスマートフォン（以下スマホ）へと変化

しつつある。スマホは SNSやアプリが充実しており，手軽に持ち運べる便利さから，我が
国での普及率も年々上がっている。総務省（2021）によると年齢階層別のスマートフォン
使用率は，13〜19歳で 81.4％，20〜29歳では 90.4％と報告されている。その一方，負の側
面として，スマホ依存が問題になってきている。中山（2020）は多くの大学生は大人では
享受できないような長期間の休みを取ることができ，余った時間をスマホで行うオンライ

ンゲームなどの時間に使用してしまい，依存症が急速に加速してしまう可能性を示唆して

いる。 
本研究では，スマートフォン依存を予防する新しいプログラムを作成する際の基礎とす

るために，大学生を対象とした調査を行う。過去の研究から指摘されている危険因子項目

などを検討しつつ，これまでの研究では意見が分かれているフロー体験との関連について

も調査する。対象をスマートフォンに絞り，フロー体験をしやすい性格特性（オートテリッ

ク・パーソナリティ）との関連についてしらべた研究はこれまでにない。 
また，「スマホ使用時間」について過去の研究ではほとんどのものが自己申告による質問

方法をとっていたが，自己申告の使用時間は果たして正確なのだろうかという疑問を持ち，

正確な測定が可能かどうかを尋ねる項目を含め，正確群と非正確群に関する差についても

検討する。 
仮説としては，①依存群は，スマホ使用時間が長く，身体・精神的に不調が生じている。

②依存群は，孤独感が高い。③依存群が最も使用するアプリは，「ゲーム系」である。④ス

マホ時間が正確に測れないと，実際の時間よりも長い時間使用してしまう。⑤オートテリッ

ク・パーソナリティを有する学生はスマホ使用を行ったとしてもオートテリック・パーソ

ナリティのない学生に比べて，依存になる傾向は少ない。 
 

方法 

Web のアンケートフォームによる調査を 2021 年５月中旬に行った。調査は研究担当者

が依頼した教員が授業の終了後学生に Google Formのリンクを提示し，回答の依頼をした。

おおよその回答時間は 10分程度であった。調査協力者は都内私立大学生 204 名であった。

有効回答 204 名（男性 105 名・平均年齢 19.94 ± 1.54歳，女性 99 名・平均年齢 19.33 ± 1.15
歳）を分析対象とした。使用した尺度は以下の通りである。 

１）フェイスシート 
２）スマートフォン依存スケール（短縮版）（SAS-SV）（久里浜医療センター, 2021） 
３）UCLA 孤独感尺度（第３版）６項目版（豊島・佐藤, 2013） 
４）Ａ型傾向判別表（前田, 1991） 
５）Stress Response Scale-18 （SRS-18）（鈴木・嶋田・三浦・片柳・右馬埜・坂野, 1997） 
６）フロー体験チェック・リスト（石村, 2014） 
 

結果と考察 

本研究では，大学生のスマートフォン依存傾向との関連要因としてフロー体験／オート
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テリック・パーソナリティ，その他要因との関連について検討した。その結果，「運動日数」，

「スマホ使用時間」，「孤独感」，「抑うつ・不安」，「不機嫌・怒り」，「無気力」において有

意差が見られた。「最も使用するアプリ」において有意差は見られなかった。フロー頻度３

群とスマホ依存の関連について，AP群の参加者は小さい関連ではあったものの，仮説通り

依存傾向になる割合は低く，依存傾向にならない割合が高いことが示唆された。一方，依

存傾向になりやすい割合が高く依存傾向になりにくい割合が低いのは，NAP群ではなく平

均群であった。また，フロー頻度３群の特徴は，フロー体験との関連については，３群間

で，大きな差が見られた。「運動日数」は AP群が NAP群より多かった。「タイプＡ」，「抑

うつ・不安」，「無気力」に関しては NAP群が AP群よりも高かった。この「スマホ使用時

間」に関して，これまでの研究では行われていなかった，正確な時間を計測することが可

能かどうかについて調査することができた。仮説通り，正確にスマホ時間を計測出来てい

る群の方が，スマホ時間が有意に長かった。これはアプリなどを使用し，正確に使用時間

を計測しない限り，スマホ使用時間は本来使用した時間よりも少ない時間で計測されてし

まうことを示唆している。正確群・非正確群とオートテリック・パーソナリティとの関連

についても有意差が見られた。 
 

今後の課題 

今回，Csikszentmihalyiや石村（2014）が行ってきたオートテリック・パーソナリティの
測定とは異なり，奥上・西川ら（2013）を参考にした簡易的な方法で測定した。今後測定

する際はもう少し項目数が多い質問紙で長期間の調査を行う必要があると考える。以上の

結果から依存予防プログラムにオートテリック・パーソナリティを育てていく内容を含め

ることは効果的であると考えられる。石村（2014）では，フロー体験のしやすい個人に認

知様式，時間管理，目標設定などに働きかける心理教育的介入を行ったところ，フロー体

験の生じる活動数の増加が認められた上に，NAP群がフロー体験をすることで抑うつ・不

安感情の減少，活動的快感情の増加，無気力的認知・思考の減少が見られたことを報告し

ている。それ以外にも，石村（2008）などで行われているプログラムを参考にし，スマホ

依存予防プログラムの中に組み込む新たな介入方法の検討が望まれる。 
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